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　6月6日にのりたけ勅仁議員（減税日本）より議員辞職願が提出され、議長において辞職を許可しました。（公職選挙法の規定
により、6月16日さいとう実咲議員が繰り上げ当選しました。）のりたけ前議員は、3月の市会議員選挙における選挙公報に費用弁償受
け取り拒否を明記しながら、費用弁償を受け取り私的に使用していたほか、政務調査費の一部で不適切な処理を行っていました。
　のりたけ前議員の問題に関し、6月24日の本会議開会前に議員総会（本会議以外に議員全員が一堂に会して協議する会合）が開か
れ、中村孝太郎議長より発言がありました。

　また、減税日本所属議員が薬事法に違反して健康器具の販売広告を出していたこと等に関して6月に名古屋市と愛知県から
指導を受けたことにかんがみ、6月定例会中の財政福祉委員会で所管事務調査が行われ、再発防止等について議論されました。

　今回の、のりたけ前議員の政務調査費について、先日（6月22日）の記者会見において、不適切な事案で
あったにもかかわらず、領収書が使途基準と合致し様式を備えていた場合、受理をするという議長の立場
を念頭に、問題がないと発言をしました。
　この発言により、議員の皆様に多大なご迷惑をおかけしてしまい、大変申し訳ございませんでした。
　政務調査費は、今まで各会派において厳格かつ適正に執行されてきたと認識しておりますが、今回の件
で、政務調査費のあり方について市民の皆様に誤解と不信を与えることになり、重ねてお詫び申し上げます。
　私が質問の趣旨を取り違え、記者会見で誤解を与えることになってしまいました。今まで名古屋市会が積み
上げてきた「議会の良識」を守るという意味合いを込め、この場でお詫びをさせていただくことといたしました。
　私といたしましては、今までの議会改革をさらに進めていくことへ最大の努力をさせていただきたい所存
でありますので、そのためにも、責任のある発言・行動をしていく必要があると痛感しております。
　今後、市民の信頼を回復するために精一杯の努力をするとともに、二度とこのようなことがないよう、しっ
かりと議長としての職務を努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

市会の６月定例会は、6月24日から7月11日の18日間にわたって開かれ、市長提出案件11件、議員提出議案10件について審議が行われました。

　市会だよりとは､市会の諸活動を広く周知することにより､議会への理解と関心を
高めることを目的に発行しています｡より分かりやすい紙面づくりを目指すため､22年
6月号の市会だよりから､議員で構成する編集委員会を設置しました｡
　また､議会の活動に関する情報を積極的に公開･発信するため､23年度から市会だよ
りの毎月発行化に向け､予算要求をして参りました。しかし残念ながら､河村市長から
『回数をふやすことは､必要性､費用対効果の面で疑問がある』として､毎月発行化は
認められませんでしたので､23年度は現時点では年7回の発行を予定しています｡

市会だよりについて

6月定例会特集号

議員辞職や議員による薬事法違反について

本市の災害対策や東日本大震災の復興支援に関する補正予算（総額６４億円余）が成立しました。本市の災害対策や東日本大震災の復興支援に関する補正予算（総額６４億円余）が成立しました。

■「平成23年度一般会計補正予算（第2号）」（市長提出）  賛成多数により、附帯決議を付して　修正可決
■「平成23年度基金特別会計補正予算（第2号）」（市長提出）  賛成多数により　修正可決

● 強い要望(附帯決議)の内容 ●

ポイント

　中京独立戦略本部の運営については、本市の目指すべき
都市像や市民にとっての具体的なメリットが明らかになって
いない。今後そうした点の詳細を議会に報告し、市民に対する
説明責任を十分果たしうると判断できる状態に至った時点
で、本部会議及びタスクフォースを開催すること。

今後は、名古屋市会として、このようなことのないよう、使命と責務を深く認識し、
良識と責任感をもって誠実かつ公正にその職務を全うしてまいります。

今後は、名古屋市会として、このようなことのないよう、使命と責務を深く認識し、
良識と責任感をもって誠実かつ公正にその職務を全うしてまいります。

②「地域委員会のモデル実施に係る市民意見交換会の開催」経費 
　地域委員会については、モデル事業の十分な検証が行われたとは理解できない状況にあり、また、この時期に財政調整基金
を取り崩してまで実施しなければならない必要性が認められないので、189万円余を減額する修正をしました。（開催が必要
であるという意見もありました。）

①「本市災害対策」や「被災地域の支援」経費

③「中京独立戦略本部の運営」経費 （中京都については４ページに詳しく）  
　中京都については、いまだ市民に対する説明責任が十分果たされておらず、中京都にな
ると名古屋市がどうなるのか、市民にとってどのような利点があるかが分からないので、議会から
強い要望（附帯決議）をつけました。（市長の提案そのままでよいという意見や、そもそも中京都は断念するべ
きであるとの意見もありました。）

議員総会での中村孝太郎議長（減税日本）の発言

議員辞職や議員による薬事法違反について

7月臨時会（7/20～21）
　7月20日および21日の2日間にわたり開かれた市会の７月臨時会では、「平成23年度一般会計補正予算(第3号)」はじめ2件が市長より提案され、6月定例会で減額
修正した地域委員会のモデル実施に係る市民意見交換会の開催経費154万円余について審議が行われました。
　両議案は、山口清明議員（共産）、とみぐち潤之輔議員（減税）による個人質疑が行われた後、常任委員会の審査を経て、賛成多数によりいずれも原案どおり可決しました。

　補正予算が成立し、本市の災害対策として、福島第一原発事故を受けた食品中放射性物質検査機器の設置や災害時の緊急輸送道路網のための
天白大橋の橋りょう耐震補強、地震時の浸水被害防止のための山崎川の護岸整備など（6億8,300万円）、被災地域の支援として、緊急雇用創出
事業による被災者雇用など（１億2,500万円）が新たにできるようになりました。
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坂野公壽議員（自民）
陽子線がん治療施設建設の
一時凍結による費用の増加
【質問】陽子線がん治療施設建設の一時凍
結により増加費用が発生した責任は誰か。

【答弁】責任は全体的な政治の流れの中に
あり、誰が悪いということではなく、増加費
用は約245億円という契約の中で対応し
てほしいと考えている。（河村市長）

近藤和博議員（公明）
業務継続計画（BCP）の策定
【質問】災害時に優先させる業務をあらかじ
め抽出し、行政サービスの継続と早期復旧
を図る業務継続計画(BCP)を早急に策定
するべきでは。

【答弁】6月7日の危機管理対策本部会議で
策定を検討するよう指示したところであり、
直ちに策定に取りかかる。(河村市長)

うかい春美議員（民主）
中京独立戦略本部設置による市民への恩恵
【質問】中京独立戦略本部を設置すること
で、現在の市民や将来の世代はどのような
恩恵を受けるのか。

【答弁】県と市が共通の課題に足並みをそろ
えることで大きな効果が得られると期待し
ており、その効果が現在の市民はもとより
将来の世代にもつなげていけるよう取り組
んでいく。（入倉副市長）

山口清明議員（共産）
のりたけ勅仁前市議の議員辞職
【質問】のりたけ勅仁前市議が費用弁償を受
け取ったのを知ったのはいつか。

【答弁】今年の1月12日に法務局の供託をや
めたことを聞いたが、私的に使用するとは
全く思っていなかった。私的に使用したこと
は6月1日に初めて聞いた。（河村市長）

6月29日 6月30日 7月1日

特別委員会の設置について特別委員会の設置について

大都市・行財政制度特別委員会（12 人）

　6月24日の本会議で、名古屋市の様々な課題に関して調査などを行うため、６つの
特別委員会を設置しました。
　各委員会の設置目的と所属委員は、次のとおりです｡

大都市の実態に対応するような行財政制度の拡充強化、地方分権の推進および区役所改革に関する調査

　6月定例会の本会議では、24 人の議員が個人質問を行い、市長はじめ市当局の考えがただされました。主な質問・答弁の概要は次の通りです。
（発言順に記載してあります。） なお､名古屋市ウェブサイト( 市会情報 ) にて録画中継をご覧いただけます｡ぜひご視聴ください｡

■６月定例会において、以下の議案等については、いずれも全会一致により可決（同意案件については同意、
　諮問案件については異議なき旨の答申議決）しました。（   ）書は議案番号です。
市長提出案件

議員提出議案

（98） 名古屋市障害者自立支援法施行条例及び名古屋市総合リハビリテーションセンター条例の一部改正について
（99） 名古屋市児童福祉施設条例の一部改正について
（100） 名古屋市楠学習センター条例の廃止について
（101） 名古屋市風致地区内建築等規制条例の一部改正について
（104） 平成23年度名古屋市公債特別会計補正予算（第1号）
（105） 契約の締結について
（同意4） 固定資産評価審査委員会の委員選任について
（諮問1） 人権擁護委員の推薦について

（14） 特別委員会の設置について
（15） 農業委員会の委員の推薦について
（16） 被災者の生活再建に配慮した応急仮設住宅の確保等に関する意見書の提出について
（17） 今後の電力需給対策に関する意見書の提出について
（18） 震災からの復興に向けた補正予算の早期編成に関する意見書の提出について
（19） 意見書等に対する誠実な処理に関する意見書の提出について
（20） 震災対策の積極的な推進に関する意見書の提出について
（21） 食肉の生食等による食中毒防止対策に関する意見書の提出について
（22） 被災企業等の二重債務解決に関する意見書の提出について
（23） 名古屋港高潮防波堤の耐震補強に関する意見書の提出について

■以下の議案については、いずれも賛成多数により議決しました。各議案に対する賛否と結果は、以下のとおりです。

６月定例会・７月臨時会提出議案の賛否について６月定例会・７月臨時会提出議案の賛否について ６月定例会および7月臨時会にて議決した､市長提出案件と議員提出議案に対する賛否については､次のとおりです｡

議案名 議決
結果

（102）平成23年度名古屋市一般会計補正予算（第２号）
　　　修正案・附帯決議                 
（102）平成23年度名古屋市一般会計補正予算（第２号）
　　　修正部分を除く原案
（103）平成23年度名古屋市基金特別会計補正予算
　　　（第２号） 修正案
（103）平成23年度名古屋市基金特別会計補正予算 
　　　（第２号） 修正部分を除く原案

（106）平成23年度名古屋市一般会計補正予算  （第3号）
（107）平成23年度名古屋市基金特別会計補正予算（第3号）

（同意5）人事委員会の委員選任について

（  ）書は議案番号です。             
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日本共産党
名古屋市会議員団

民主党名古屋市会議員団公明党名古屋市会議員団自由民主党名古屋市会議員団減税日本ナゴヤ

個人質問より抜すい個人質問より抜すい

〇…賛成   ×…反対  ―…採決に参加できない　退…採決時に退席 

退

とみぐち潤之輔議員（減税）
ジェネリック医薬品の普及促進
【質問】本市の国民健康保険におけるジェネ
リック医薬品の普及促進への今後の取り組
みは。

【答弁】個々の被保険者に負担の軽減がわか
るよう、今年度中に約2万人の被保険者へ
先行医薬品からジェネリック医薬品へ切り
替えた場合に軽減される窓口負担額の通
知を送付する。（健康福祉局長）

東郷哲也議員（自民）
減税日本ナゴヤ所属議員の薬事法違反
【質問】減税日本ナゴヤ所属議員の薬事法違
反について、党としての処分や代表の責任
はどう考えているのか。

【答弁】党の代表として大変申し訳ない。党と
して公認した以上私にも責任があると思
う。二度とこういうことがないよう厳重に注
意する。（河村市長）

沢田晃一議員（公明）
東海・東南海・南海三連動地震発生による
臨海地域の被害に対する備え
【質問】津波被害が懸念される中、伊勢湾等
へGPS波浪計設置を国に働きかける考
えは。

【答弁】GPS波浪計は
津波対策に大変有
効であると考てお
り、設置に向け、直ち
に国へ強く働きかけ
たい。（河村市長）

×××××××××××××××××××

附帯決議
を付して
修正可決

修正可決

同意

可決

陽子線がん治療施設（イメージ図）

GPS波浪計

新斎場（イメージ図）

岡田ゆき子議員（共産）
休日保育の保育料
【質問】今年の臨時的な夏の休日保育は無
料にするべきでは。

【答弁】従来からの休日保育利用者には平日
の保育料以外に利用料をご負担いただい
ているので、利用者間の公平性を図る観
点から、従来の休日保育の枠組みの中で
対応していく。（子ども青少年局長）

近藤徳久議員（減税）
震災を想定した行政窓口の一本化
【質問】震災を想定し、市民が様々な相談を
１カ所でできるようなワンストップサービ
スを導入してはどうか。

【答弁】災害時には人員が限られるなど相談
窓口の一本化が困難な面もあるが、災害
時の相談窓口は非常に重要であり、大至
急検討する。（河村市長・市民経済局長）

斉藤たかお議員（自民）
名古屋テレビ塔の存続
【質問】アナログ放送の終了により存亡の危
機にあるテレビ塔の存続について、どう対
応していくのか。

【答弁】テレビ塔は存続させ、久屋大通公園
を含め名古屋のシンボルとして大いに盛
り上げていきたいが、本市が買い上げるの
ではなく、民間でお願いしたいと考えてい
る。（河村市長）

木下優議員（公明）
災害ボランティアコーディネーターの育成
【質問】災害時に重要な役割を担う災害ボラ
ンティアコーディネーターの研修の拡充は。

【答弁】東日本大震災の経験を活かした内容
の見直しやフォローアップ講座の開催など
養成講座の拡充を図るとともに、被災地で
の研修も検討を進めたい。（市民経済局長）

小川としゆき議員（民主）
津波避難ビルの指定
【質問】市が指定した津波避難ビルの中に
は、児童・生徒でさえ全員収容できない学
校や、避難の対象となる防潮堤の外に位
置する住宅があるが、これでいいのか。

【答弁】地域からの要
望があり、不十分で
はあるが緊急に指
定した。早急に地域
と協議を行いたい。
（河村市長）

舟橋猛議員（減税）
帰宅困難者対策としての地下鉄駅構内の開放
【質問】大規模災害発生時の帰宅困難者へ
の対応として、地下鉄駅構内を開放する考
えは。

【答弁】地下鉄の運行が再開できるまでの
間は、大規模公園などの広域避難場所へ
の誘導を行うこととしているが、状況に応
じて一時的に駅構内に待機していただく
など乗客の安全を確保する。（交通局長）

岩本たかひろ議員（自民）
待機児童の解消に向けた取り組み
【質問】待機児童の8割を占める3歳未満児
への対策や幼稚園と連携する取り組みは。

【答弁】3歳未満児の入所枠の拡大ととも
に、幼稚園との連携について、スピード感
を持って関係機関との協議を進めるなど、
緊急・集中的なあらゆる対策に全力を挙げ
て取り組みたい。(住田副市長・子ども青少
年局長)

福田誠治議員（公明）
中川運河における地震対策
【質問】中川口閘門については、地震で破損
すると潮の満ち引きの影響を受ける感潮
河川になってしまうので、早急な対策が必
要では。

【答弁】中川口閘門は津波対策で重要な施
設であることから、国の中央防災会議の検
討状況を見守りつつ、今年度中に大規模
津波に閘門が耐えられるのか検証する。
(河村市長)

冨田英寿議員（減税）
原子力発電所に対する認識
【質問】国の停止中の原子力発電所を再稼動
させる方針について、どう考えているのか。

【答弁】原発は危険であり、脱原発・脱電力一
社独占に挑戦するべきと考えている。また、
北陸地方の原発は、事故を起こした場合、
本市の水源に影響を及ぼす恐れがあり、安
全なのか調査を始めたい。（河村市長）

浅井正仁議員（自民）
あおなみ線の活性化
【質問】あおなみ線にSLやレトロな電車を
走らせて観光名所にするという市長の発
言について、どのような体制でいつまでに
実現させるのか。

【答弁】直ちにプロジェクトチームを発足さ
せ、24年度中にはSLをはじめ様々な列車
を走らせたい。（河村市長）

中村満議員（公明）
災害時の避難所における間仕切りの必要性
【質問】避難所でのプライバシー確保に有効
な間仕切りは、調達方式ではなく備蓄が必
要ではないか。

【答弁】長期間の備蓄は難しいが、今回の震
災を踏まえて避難所のあり方を一度考え
直さなければならないと考えており、最重
要課題として取り組んでいきたい。（住田
副市長）

余語さやか議員（減税）
待機児童対策
【質問】待機児童数をゼロにする方針をいつ
までにどのように実現させるのか。

【答弁】24年度中に必ず待機児童をゼロに
する。そのために、幼稚園に協力をお願い
するほか、小・中・高等学校の土地を活用す
るなど、従来の枠組みにとらわれずあらゆ
る対策をしていきたい。（河村市長）

松井よしのり議員（自民）
市有財産の有効活用
【質問】道路施設などの愛称を募集し、維持
管理にご協力いただく市民とのパートナ
ー事業を拡大させていくのか。

【答弁】今年の夏から新たに街路灯パートナ
ーを募集していくなど、今後も、パートナー
事業に取り組み、道路や公園等を有効活
用していきたい。（緑政土木局長）

湯川栄光議員（減税）
中学校体育における武道の必修化への
対応
【質問】中学校体育の武道の必修化にあた
り、外部指導者へ協力を要請しているのか。

【答弁】柔道については経験豊富な教員が
指導に当たり、必要に応じて地域の有段者
に外部指導者をお願いしているが、今後は
競技団体や県警にも協力をお願いした
い。（教育長）

丹羽ひろし議員（自民）
減税日本ナゴヤ所属議員の不祥事
【質問】減税日本ナゴヤ所属議員の不祥事
に対して、党の代表でもある市長はどう考
えているのか。

【答弁】違法行為を含め不祥事が続いてい
ることは事実であり、申し訳ない。二度と
繰り返されないように、減税日本ナゴヤ所
属議員には、なぜ当選したのかということ
を忘れないように行動してもらいたい。
（河村市長）

うさみいく愛議員（減税）
新斎場を津波避難ビルとして活用する考え
【質問】港区で建設に取りかかる新斎場を津
波避難ビルとして活用する考えは。

【答弁】新斎場の基本設計の中では、津波避
難ビルといった観点からの検討は行って
いないが、今後、実施設計を行う中で、地
元の意見も踏まえながら検討したい。（健
康福祉局長）

保育園の光景

津波避難ビルの表示

会派の略称説明　
　減税…減税日本ナゴヤ　
　自民…自由民主党名古屋市会議員団　
　公明…公明党名古屋市会議員団
　民主…民主党名古屋市会議員団
　共産…日本共産党名古屋市会議員団

中川貴元（自民・東）
沢田晃一（公明・西） 
東郷哲也（自民・守山）
鹿島としあき（減税・西）

園田晴夫（減税・北）
服部将也（民主・北）
山田まな（減税・西） 
丹羽ひろし（自民・名東）

山本久樹（民主・緑）
岡田ゆき子（共産・北）
松山とよかず（減税・守山）
長谷川由美子（公明・北） 

防災・災害対策特別委員会（12 人）
地震、大雨等の大規模災害等に備え、防災および災害対策の強化、地域防災力の向上

小川としゆき（民主・守山）
湯川栄光（減税・南） 
中村孝太郎（減税・昭和）
福田誠治（公明・南）

金城ゆたか（減税・瑞穂）
斉藤たかお（自民・中村）
浅井康正（減税・名東） 
わしの恵子（共産・西）

成田たかゆき（自民・天白）
田辺雄一（公明・千種）
横井利明（自民・南）
加藤一登（民主・港） 

環境・エネルギー問題対策特別委員会（13 人）
地球環境の保全対策および地域としてのエネルギー政策に関する諸施策の推進

中村満（公明・中村）
余語さやか（減税・緑）
かたぎりえいこ（減税・熱田）
うかい春美（民主・中村）
田山宏之（減税・北）

林なおき（減税・中川）
さはしあこ（共産・緑）
渡辺義郎（自民・北）
藤沢忠将（自民・南）

岩本たかひろ（自民・緑）
伊神邦彦（自民・千種）
ばばのりこ（公明・中川）
うさみいく愛（減税・港）

都市活力向上特別委員会（13 人）
都市基盤整備などの活気あるまちづくりに必要な施策の推進、市営以外の各種交通機関の整備、国際
交流の促進

玉置真悟（減税・千種）
河合優（減税・緑）
大村光子（減税・昭和）
坂野公壽（自民・港）
山口清明（共産・港）

西川ひさし（自民・昭和）
松井よしのり（自民・守山）
山嵜正裕（減税・中川）
金庭宜雄（公明・守山）

日比健太郎（民主・名東）
近藤和博（公明・緑）
舟橋猛（減税・名東）
渡辺房一（民主・瑞穂）

公社対策特別委員会（13 人）
主な本市出資団体の運営状況と事業効果の調査

ふじた和秀（自民・瑞穂）
佐藤健一（公明・港）
中村孝道（減税・南）
堀場章（自民・西）
中田ちづこ（自民・中）

堀田太規（減税・天白）
おかどめ繁広（民主・熱田）
鈴木孝之（減税・天白）
久野浩平（民主・中川）

小林祥子（公明・名東）
とみぐち潤之輔（減税・守山） 
冨田英寿（減税・中村）
田口一登（共産・天白）

安心・安全なまちづくり対策特別委員会（12 人）
地域の安全の確保および青少年の健全育成に必要な施策の推進、道路交通の安全確保と円滑化、
食の安全の確保

近藤徳久（減税・東）
さいとう実咲（減税・中）
黒川慶一（減税・千種）
木下優（公明・中川） 

　…委員長　　…副委員長

中里高之（自民・緑）
加藤修（減税・中村）
荒川和夫（減税・瑞穂）
斎藤まこと（民主・千種）

三輪芳裕（公明・天白）
浅井正仁（自民・中川）
岡本善博（自民・中川）
おくむら文洋（民主・昭和） 

（16）～（23）の意見書の全文は名古屋市ウェブサイト（市会情報）でご覧いただけます。

服部将也議員（民主）
交通安全対策に係る道路整備
【質問】交通事故防止に効果のある交差点の
カラー舗装を推進する考えは。

【答弁】事故率の高い幹線道路の交差点等
39カ所をカラー化していく計画を着実に
進め、計画完了後も引き続き現場の状況に
応じた効果的な対策に取り組みたい。（緑
政土木局長）
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　減税を実施するために必要な220億円のうち平成22
年度の市民税減税の影響で減収となる61億円を除いた
159億円で、次のように対応しました。

　中京都に関しては、6月定例会での本会議や総務環境委員会において精力的に議論を行いました。さらに、
7月20日の総務環境委員会で、河村市長の出席を求め、中京独立戦略本部についての考え方などをただし
ました。7月20日の委員会でただされた主な概要は次の通りです。（発言を抜粋したもので、正式な記録では
ありませんので、ご了承ください。なお、名古屋市ウェブサイト（市会情報）にて録画中継をご覧いただけます。
ぜひご視聴ください。）

現下の厳しい経済・雇用情勢に配慮した建設事業や福祉、健康、
子育て、教育分野における課題への早期対応などに活用…47億円

鈴木孝之委員（減税）　特別自治市と中京都の整合性は。
河村市長　全部同じとは言えないが、目指すところは同じである。
玉置真悟委員（減税）　中京都の具体的な都市像というのは特別自治市でいいか。
河村市長　県との調整が必要であるが、強い自治体を作っていくということでは
同じである。

山本久樹委員（民主）　従前、河村市長は県の廃止を主張していたが、今でもそ
の考えは変わらず、中京都では県を廃止するということか。

河村市長　道州制で県ではなく州ということであり、考え方は変わっていない。
山本久樹委員（民主）　県を廃止するために中京都構想をやるのか。
河村市長　廃止ととらえてもらっていい。
山本久樹委員（民主）　中京都の具体像が見えない。もっと各論を示してほしい。
河村市長　交通警察は名古屋市でやらせてほしい。与野党なしで力を合わせて
推進してほしい。

田口一登委員（共産）　中京都構想と減税との関係は。
河村市長　減税は中核的な政策である。
田口一登委員（共産）　大村知事はマニフェストで県立大学・市立大学の統合や
水道事業の統合を掲げている。こういうことを進めるのか。

河村市長　私は大学も水道も競争し合う方がいいという考え方であるので、こ
れから議論する。

田口一登委員（共産）　中京都構想の一番の狙いは財界を入れて巨大なインフ
ラ整備を進めていくことだと思う。市民にとってメリットはなくデメリットばかり
になると思う。

田辺雄一委員（公明）　大村知事も河村市長と同じように県をなくす方向なのか。
河村市長　大村知事も形式的な県ならなくしてもいいと思っていると思う。
ふじた和秀委員（自民）　中京都は非常にわかりにくい。河村市長の説明も道州
制の話になったり県を廃止と言ったり、全然河村市長らしくない。例えば、河村
市長の東区の住所は中京都になるとどうなるのか。また、大村知事の安城市
の住所もどうなるのか。

河村市長　中京都になると中京都名古屋市になるか、あるいは名古屋市だけに
なるかもしれないが、東区古出来は残るであろう。名古屋市東区古出来で郵

便は着くと思う。また、大村知事のほうは、中京都安城市であろう。
ふじた和秀委員（自民）　名古屋市の市域や行政区は中京都になったらどうなる
のか。

河村市長　議論すべき問題である。
ふじた和秀委員（自民）　名古屋の都市像はどうなるのか、名古屋市域はどのよ
うな影響を受けるのか、市長から明確に答えがない。市長は市民に名古屋市
のあるべき姿を示すべきだが、どうか。

河村市長　税金が安く、企業を世界中から呼び込み、住んで自慢になる名古屋
ということである。中京都となっているが、これをきっかけにして名古屋独立ぐ
らいの勢いでどんどん進めていきたい。
ふじた和秀委員（自民）  河村市長の説明では中京都構想が分からない。少なく
とも誰も理解できない予算は進められないと思う。
斎藤まこと委員（民主）  中京都構想は大阪や新潟と目指しているものが違って
いる。名古屋市の目指すべき都市像を示すべきでは。

河村市長　名古屋をバラバラにして千種市などをつくるというイメージではな
い。税金が安いとか歴史的に自慢できるとか、そういうことから形をつくる。大
阪や新潟とは発想が違う。

斎藤まこと委員（民主）　具体的に示さないのは、デメリットを隠そうとしている
のではないか。

河村市長　デメリットはあるが、今のままでいいということはないので、挑戦して
いこうじゃないかということである。

斎藤まこと委員（民主）　名古屋市の目指すべき都市像や市民にとってのメリッ
トは今日の河村市長の説明では明らかにはならなかった。
藤沢忠将委員（自民）　中京都構想では、国税の徴収を行ったり、交通警察を市
で行ったりするということだが、これらは法の改正が必要で県や市の条例では
できない。国へ陳情に行くのが目的か。

河村市長　究極的な悩みであるが、挑戦しないといけない。国の動きを待つの
ではなく、行動しないといけない。

藤沢忠将委員（自民）　河村市長からの説明を聞いても、うまくいくのか不安は
一掃できなかった。

厳しい名古屋市の財政状況について厳しい名古屋市の財政状況について

市民税減税を実施しなかったことで
次のように対応しました！18,600

18,500

18,400

18,300

18,200

18,100

18,000

17,900

17,800

18,148

18,018

18,144

18,478 18,509

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度（見込み）

（単位：億円）市債残高（一般会計）の推移

～名古屋市財政局編集「平成23年度当初予算のあらまし」に基づいて作成しました～～名古屋市財政局編集「平成23年度当初予算のあらまし」に基づいて作成しました～

中京都構想について（河村市長に中京独立戦略本部の考えをきく）中京都構想について（河村市長に中京独立戦略本部の考えをきく）

　名古屋市の一般会計の市債（借金）は、年々増えています。 市民税減税を実施しなかった
平成23年度末の残高は1兆8,509億円となり、前年度末に対して31億円増となる見込みです。
　市民1人当たりにすると約82万円となります。

●

本市災害対策および被災地域の支援
（4月補正、6月補正）…………………………………………16億円
●

財政調整基金への積立（6月補正）………………………46億円●

地方交付税および臨時財政対策債の収入見込額の減少への対応…50億円●

★生活道路の舗装をはじめとする公共土木施設の応急保全
★個人ごとに一貫した就労支援を行うなごやジョブマッチング事業
★子ども医療費助成の対象を拡大（通院について中学校3年生まで拡大）
★待機児童解消に向けた民間保育所の整備（緊急対応分）
★計画の前倒しによる民間特別養護老人ホームの整備 など

22年度は市民税減税を実施
市債（借金）は前年度から
大幅に増えました

22年度は市民税減税を実施
市債（借金）は前年度から
大幅に増えました




